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身体と心的現象との交差を示す言語装置
－脳内現象のメカニズム解明を人文学的な知へと翻訳する
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　人は自分自身について自己像をもっていますが、それを
根底で支えているのは、自分自身の統一的な身体像です。
その身体像がどのように形成され、また随時更新されるかと
いう問題は、観念的にではなく、身体現象として説明しうるこ
とであり、そのために、身体の構造やその生理的機能につ
いての知見が必要となります。精神分析を創始したジークム
ント・フロイト（1856-1939）が最初に出版した単著本は、『失
語症の理解にむけて』（1891）という言語障害に関する神
経学的研究の成果でした（図1）。この本の中で言語障害
の症例を説明する際、重要となったのは、発話のメカニズム
についての解剖学的、神経学的知見のみならず、患者本
人には意識されない情動の動きに対する洞察でした。この
本は長らく埋もれていましたが、現在では、フロイトの精神分
析の萌芽を宿した仕事として評価されるようになりました。

　フロイトの失語症研究を、精神分析の前駆としてではなく、
18世紀の言語起源論争以降の言語思想の流れの中で捉
え直したのが、『フロイトという症例』（松籟社、2011年）です。
ここでは、人文学的な論考ばかりでなく、神経学者たちの症
例研究や解剖学的知見を参照し、両者の融合地点として
フロイトの失語症研究を位置づけました（図2）。とりわけ発話
障害に注目したフロイトはやがてヒステリー研究に軸足を移し
ていきますが、ヒステリーは、患者の情動とそれを抑圧する道
徳的観念との葛藤が身体の症状となって表れるものです
（図3）。そうした人間の心の動きと振舞いを、古来より文学
は自由に表現してきました。言語起源論争の後、啓蒙主義、
ドイツ・ロマン派を経てフロイトの＜無意識の発見＞、そして＜
死の欲動＞理論に至るまでを、数々の文学作品を取り上げ
て系譜的に浮かび上がらせたのが、『「妻殺し」の夢を見る
夫たち－ドイツ・ロマン派から辿る＜死の欲動＞の生態学』
（松籟社、2013年）です。フロイトは最後の著作モーセ論の
中で欲動の断念を、精神化と抽象化を推し進める駆動力と
して説明しましたが、「断念」された欲動は、同時に「ポエジー

の成立」を促しました。人間の想像力は、文学空間という仮
構の世界において、自由なその表現形態を得て、欲動をむ
しろいっそう触発することにもなったのです。

　技術革新は脳内で起こる現象について、より精緻な解
明を可能にします。そこから得られた知見は人間の精神構
造の捉え方にも影響し、ひいては人間観にも関わってきます。
フロイトが神経病理学者であった頃、神経学者たちの論文
で駆使される術語は、人文学的な言葉と乖離したものでは
ありませんでした。現代では神経科学の研究が精緻化して
いるため、その成果を人文学の研究に活かしていくために
は、まず人文学的な言葉に翻訳しなくてはなりません。脳内
のさまざまなメカニズムの解明を人文学的な知へと橋渡しし
て、人間の精神や身体の構造に関する総合的な理解へと
つなげていきたいと思っています。
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図2　フロイトによ
る「言語連合野の解
剖学的図譜」（フロ
イト『失語症の理解
にむけて』（1891）
より）
フロイトは、言語の
運動中枢の局在を
認めたが、言語の感
覚中枢の局在は否
定した。そもそも心
的な現象を局在す
ることはできないと
言明したフロイトは、
この書の終盤では、
J・S・ミルの『論理
学大系』を参照して
いる。

図3　自我と無意識とエスとの関
係図（フロイト『自我とエス』
（1923）より）脳解剖学に精通して
いたフロイトが提示する心的装置
のモデルは、脳のイメージ図に似て
いると指摘されている。
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図1　パウル・エー
ミール・フレクシヒの
脳地図（フレクシヒ『ヒ
ト脳の地図』（1883
年）より）
フロイトが局在論者マ
イネルトの脳構造の
捉え方を否定する際
に論拠とした。その際
主題となったのは、脳
内において自己の身
体はいかに表象され
るかという問題だった。


